


















従来の研究成果

　従来:種々の疾患の診断及び病態解析には,主として血液・尿が用いられてき

た。最近では遣伝性代謝異常症の患者から得られた組織片の培養によって得ら

れる方法が開発されてきた。遣伝性代謝異常症ならびに保因者の診断の場合,

血液や尿を試料とする解析では,正確な動的病態変化に関する情報を得ること

は必ずしも容易ではない。また,線維芽細胞を試料とする場合には,培養に時間

がかかり,かつ複雑な操作が必要である。我々は,これらの欠点を補なうため,

試料採取の容易な,ならびに培養操作なしに利用できる毛根を試料とする診断

法を確立し,また病態の動的変化に関する電気泳動法的解析法について検討し

た。このため,微量電気泳動法において,2 つの緩衝液系を適用した。第 1は,SDS

処理による変性蛋白のペプチドレベルでの解析であり,第 2 は,TritonX-100 処

理による,未変性蛋白ならびに酵素活性の解析であり,さらに界面活性剤を含ま

ないゲル薄層を用いて酵素蛋白質成分の解析に適した条件を検討した。


